職種：鍛造技術　　職務：鍛造設計

【概要】

　鍛造設計とは、鍛造製品の設計、工程設計及び顧客との仕様、技術の調整を行う業務である。鍛造設計は、鍛造製品の品質・機能を保ちつつ、コスト的に最も有利な鍛造製品の形状を設計し、与えられた生産条件において材料の選択を含めて最も合理的かつ経済的な工程フローを決定する。

【仕事の内容】

　鍛造製品の設計及び工程設計を行うとともに、顧客との仕様の確定や自社技術・資源との調整を行う仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 生産技術の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または工業高等専門学校等において、機械工学や電気工学、経営工学などの基礎を十分に身につけていることが前提となる。また、経験者採用の場合には、生産技術に関する一定の実務経験や実績が要求される。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造設計の仕事は製造現場の作業内容や工程設計、作業標準を定めることになるため、製造現場の安全衛生に対する配慮が不可欠である。また、効率的な鍛造の生産システム実現のため、内部資源の把握、仕様、工程、コストや作業改善など生産管理や業務改善手法に関する知識も求められる。特に、近年ではISO関係の知識（APQP、PPAP、MSA、SPC、FMEA、MTBF、MTTRなど）の理解や、それに基づいた鍛造設計を要求されるようになってきている。

（4） コンカレント・エンジニアリングに象徴されるように、生産準備を効果的に行うためには、製品設計や製造現場との緊密な連携が極めて重要になる。このため、生産技術者には、関係する各工程の担当者とコミュニケーションを図り、連携して効率的に作業を進める能力が求められる。

（5） 鍛造設計は、業務の性質上、顧客と接する機会が格段に多く、顧客との折衝力や人的ネットワーク形成能力、そして何よりも人と接することが好きなこと（苦手でないこと）が業務を円滑に遂行する上で特に重要となる。

（6） 鍛造設計には、顧客との仕様の確定や調整とともに、技術的専門知識を活かした提案型営業、あるいはコンサルティング型営業とよばれるスタイルの活動が期待される。このため、日頃から最新の技術動向の把握に努めるとともに、顧客の抱える技術上の問題点を見抜き、その解決に向けた新たな製品開発テーマを提案するなどの問題解決能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）
· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
　　　２級技能士鍛造科
　　　資格に関係しない普通コースも併設

· 機械・プラント製図（機械製図手書き作業（１級・２級）、機械製図CAD作業（１級・２級））

· 技術士（機械、電気・電子、金属、衛生工学、経営工学、環境部門）

· CAD利用技術者試験（１級・２級）

· CAD実務キャリア認定制度CAD実務マスター認定試験（初級・中級・上級）

· CADトレース技能審査（機械部門：初級・中級・上級）

· トレース技能検定（１級・２級・３級・４級）

· ファシリティマネージャー〔社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会〕

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０７１　その他の技術者

